
対象

知的障害者 身体障害者 精神障害者 障害児 難病

施設名
社会福祉法人ワーナーホーム

たんぽぽセンター

事業内容及び　
定員

相談支援機能強化事業 名 名

地域活動支援センター事業 20名 名

名 名

所在地
〒277-0004 地図

柏市柏下135-1

交通手段

①ＪＲ北柏駅より徒歩15分②北柏駅南口より阪東バス 慈恵医大柏病院行き ｢
慈恵医大柏病院前｣下車徒歩2分③柏駅東口より阪東バス 慈恵医大柏病院行
き、またはウェルネス柏行き｢柏市民体育館入口｣下車徒歩1分

送迎 なし

開所時間
相談支援：月～金曜日10：00～17：00　　　　　　　　　　　　　　　
地域活動支援センター：月・火・木・金　　　　
9:30～17:00（水・土・日・祝は、休み）

　　　　　　

電話番号 04-7160-1239

ＦＡＸ番号 04-7160-1238

e-mail

ホームページ http:www.wanahome.or.jp

利用条件
相談支援事業：柏市にお住まいの方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
地域活動支援センター：柏市内にお住まいで、病気や障がいをお持ちの方で主治医から当センタ
ーの利用許可が出ている方(各種手帳等の有無は問いません)。利用規則が守れる方。

利用料
相談支援事業：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
地域活動支援センター：柏市の補助事業のため、福祉サービス利用の費用はかかりませんが、登録時に登録手数料として1,000円、利用時
には共益費を1日100円お預かりしています。ランチ提供を希望される場合には、1食400円かかります。

内容

たんぽぽセンターでは、日常生活での困りごとや悩みに、電話・来所面談・訪問面談で
の支援、および日中活動の場の提供の支援等を行っています。障がいの有無や種類に
関わらず、みなさんが自分らしく、自立して地域で暮らせる方法を一緒に考え、答えを見
つけるためのお手伝いをします。                                                                                                 

★相談支援事業★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
生活の中で感じている色々な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
生きづらさをお話し下さい。
すぐには解決できない問題もありますが、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一緒にじっくり考えていきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

★療育相談室てくてく★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
特に医療的ケアを必要とするお子さんの在宅生活支援を行っています。

★地域活動支援センター （Ⅰ型）★                                                                                                         
病気や障がいがある方が地域で自分らしく生活できるようにサポートする通所施設です
。                                                                                                           障がい
や精神等の病気を抱えながら地域で暮らす方々の、安心していられる場所、楽しみを感
じられる場所、自分らしい生き方を見つけられる場所として、日中活動の場を提供してい
ます。様々なプログラムがあり、自由に参加できます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※体験利用の方は、予約制です。午前か午後どちらかの半日利用となります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
希望者には、ランチの提供サービスを行っています。ご自身で用意されたお弁当等を食
べる事も可能です。

・人に会うのが怖い
・ご家族との関係が良くない
・将来の事が心配
・色々どうしたらいいか分からない



事業所紹介・ＰＲページ

社会福祉法人ワーナーホーム

たんぽぽセンター

相談支援事業・地域活動支援センター事業

相談支援事業
　　　たんぽぽセンターの目指す自立とは

地域活動支援センター（Ⅰ型）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
様々なプログラムがあり、メンバーさん同士が一緒に楽しみ、過ごしながら、互いに成長し力をつけていけるよう
活動しています。体力をつけたい、集中力をつけたい、コミュニケーションが上手く取れるようになりたい、生活リ
ズムを整えたい等、それぞれの目標や目的に合わせて利用できます。また、家や病院以外の居場所として、ゆ
っくり過ごすこともできます。

1．プログラム例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
卓球・麻雀・ゲーム・ダーツ、カラオケ、映画鑑賞、創作活動、クッキン
グ、お菓子作り、ウォーキング、運動プログラム、フリートーク、メンバ
ーミーティング、学習プログラム等があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
その他、講師が来て行うストレッチや音楽療法、書道等のプログラムも
あり自由に参加できます。

2．イベント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
室内イベント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Xmas会、チョコレートフォンデュ、かき氷、卓球トーナメント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
屋外イベント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
初詣、お花見、花火大会鑑賞、バスハイク、外出ランチ、カラオケ、ボ
ーリング等々

3．一日の流れ                                                  　　　　　　　　　　　                  
9:30　  開所　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
10:00　体操・朝のミーティング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
10:30　午前プログラム活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
12:00　昼食・休憩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
13:00　午後のミーティング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
13:30　午後プログラム活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
14:30　ティータイム、掃除、帰りのミーティング　　　　　　　　　　　　　　　　　
15:30　フリースペース、クラブ活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
17:00　閉所　　　　　

自 分 ら し い
生 き 方 を
見 つける

自 分 自 身 のこと や障 害 について
理 解 し 、助 けてと 素 直 に言 える

必 要 な支 援 を受 ける

自 分 の役 割 や

目 標 を見 つける

助 けてと いいやすい
地 域

障 害 のある人 も な い人 も
「活 き活 き と 暮 ら すこ と 」


